
　９月３日、大阪労連は、大阪地方最低賃金審議会
が示した最賃引上げ額、『63円』に対して、大阪労
働局へ異議申出提出行動に取り組みました。しか
し、翌日に行われた大阪地方最低賃金審議会では、
異議申出について審議されず答申通りの時間額
1,177円になりました。
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　岸和田労連が加盟する「市民病院の医療を充実さ
せる会」は８月２日、３日になかまの支援をうけ、
独立行政化反対のビラを全戸配布しました。また、
８月18日は市役所前、８月21日は市民病院前で宣伝
行動にとりくみました。
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　８月22日、民間部会は社労士の西矢保さんを講師
に「外国人労働者の雇用について」をテーマに学習
会を開催しました。講師から「外国人労働者は、賃
金が低い。また、６カ月以上働いて厚生年金などを
払うと脱退一時金が支給されるが、ほんとどの人が
請求していない」などの実態が話されました。
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　８月28日、大阪労連は、大阪府人事委員会に対し
「物価上昇に見合う賃金引上げ、中堅・ベテラン職
員の賃金水準の引上げ、職員・教職員増などの勧告
を出すように」と自治労連をはじめ民間組織も参加
して要請行動を実施しました。
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研修・学習会などにご利用ください

　

25
春
闘
で
は
す
べ
て
の
職

場
で
要
求
を
出
す
こ
と
を
掲

げ
た
が
、
春
闘
89
・
５
％
、

一
時
金
82
・
１
％
に
と
ど
ま

っ
た
。
業
界
団
体
や
他
労
組

な
ど
と
協
力
し
て
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
改
善
に

つ
な
が
る
「
い
わ
ゆ
る
ト
ラ

ッ
ク
適
正
化
法
」
を
成
立
さ

せ
た
。
引
き
続
き
、
労
働
者

の
要
求
実
現
に
向
け
て
協
力

・
共
同
を
進
め
る
。

大瀨代議員
（医労連）

　

25
春
闘
で
は
、
他
産
業
と

の
格
差
が
拡
大
す
る
ケ
ア
労

働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
め
ざ

し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
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メッセージ

大会にメッセージを
寄せて頂いた個人・
団体を紹介します。
（順不同・敬称略）

　

年
３
回
人
事
院
交
渉
を
行

っ
て
１
万
円
近
く
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
っ
た
が
要

求
金
額
に
達
し
て
い
な
い
。

非
正
規
と
正
規
、
本
省
と
出

先
機
関
と
の
賃
金
格
差
が
ひ

ど
い
た
め
、
賃
金
の
低
い
職

場
で
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
ら
な
い
。
ス
パ
イ
防
止

法
は
思
想
信
条
の
自
由
を
侵

す
法
律
。
真
っ
先
に
弾
圧
さ

れ
る
の
は
た
た
か
う
労
働
組

合
で
あ
り
、
こ
の
法
案
を
防

ぐ
運
動
を
広
め
る
。

阿部代議員
（大教組）

　

府
は
教
育
に
予
算
を
か
け

て
い
な
い
。
特
に
府
立
高
校

に
は
お
金
を
か
け
な
い
傾
向

に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
府

立
高
校
つ
ぶ
し
に
表
れ
て
い

る
。
40
人
学
級
で
は
一
人
ひ

と
り
の
生
徒
に
目
が
届
か
な

い
が
、
30
人
学
級
が
実
現
す

れ
ば
生
徒
に
目
が
と
ど
き
、

高
校
つ
ぶ
し
も
し
な
く
も
て

よ
く
な
る
。
署
名
を
軸
に
し

て
高
校
つ
ぶ
し
反
対
の
運
動

を
進
め
る
。

中森代議員
（自治労連）

　

水
防
活
動
は
大
切
な
業
務

で
休
日
夜
間
関
係
な
い
が
、

休
日
手
当
な
ど
は
現
場
に
つ

か
な
い
と
出
な
い
。
改
善
を

求
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
な

ど
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
府

は
人
材
確
保
の
た
め
に
初
任

給
２
万
円
を
引
上
げ
た
が
中

高
年
年
齢
層
の
引
上
げ
は
３

３
０
０
円
し
か
上
が
っ
て
い

な
い
。
秋
の
交
渉
で
は
、
大

幅
賃
上
げ
や
待
遇
改
善
に
む

け
て
と
り
く
む
。

2026年度大阪労連役員体制

退任されたみなさん

尾崎代議員
（福保労）

　

「
対
話
と
学
び
合
い
」
を

大
切
に
「
ホ
ン
ネ
ト
ー
ク

会
」
を
開
催
し
、
グ
ル
ー
プ

討
論
を
実
施
。
組
合
員
の
本

音
も
聞
か
れ
交
流
が
深
ま
っ

た
。
人
員
確
保
に
向
け
国
会

議
員
ま
わ
り
や
厚
労
省
交
渉

な
ど
に
と
り
く
ん
だ
。
厚
労

省
と
の
交
渉
で
は
福
祉
現
場

の
大
変
さ
を
伝
え
た
が
、
求

め
る
回
答
が
引
き
出
せ
な
か

っ
た
。
今
後
は
な
か
ま
増
や

し
と
春
闘
要
求
に
つ
な
が
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
と
り
く
む
。

誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
で
は

な
く
組
合
員
が
主
役
に
と
り

く
む
こ
と
を
め
ざ
す
。

藤田代議員
（大私教）

　

授
業
料
無
償
化
や
府
立
高

校
つ
ぶ
し
で
、
43
％
が
私
立

高
校
に
か
よ
っ
て
い
る
が
、

府
の
授
業
料
補
助
の
上
限
60

万
円
を
上
回
る
授
業
料
の
場

合
は
学
校
の
持
ち
出
し
と
な

る
。
定
員
の
半
分
も
集
ま
っ

て
い
な
い
学
校
も
あ
り
、
人

件
費
が
削
ら
れ
一
時
金
も
出

な
い
。
教
研
を
通
じ
て
20
代

の
方
が
組
合
加
入
、
今
後
１

０
０
人
以
上
の
組
織
拡
大
を

実
現
し
て
い
き
た
い
。

山田代議員
（JMITU）

　

秋
闘
で
は
、
す
べ
て
の
支

部
分
会
が
た
た
か
う
こ
と
を

　

年
金
者
組
合
・
是
枝
代
議

員
か
ら
「
生
き
て
い
け
る
年

金
引
上
げ
の
と
り
く
み
」。

西
淀
川
労
連
・
静
川
代
議
員

か
ら
「
労
基
署
懇
談
や
平
和

の
と
り
く
み
」。
女
性
部
・

阿
野
代
議
員
と
非
正
規
労
働

者
部
会
・
鴨
池
代
議
員
か
ら

専
門
部
の
運
動
の
報
告
と
今

後
の
と
り
く
み
な
ど
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

め
ざ
し
、
26
春
闘
に
つ
な
げ

て
い
く
よ
う
に
運
動
を
進
め

る
。
組
織
拡
大
に
つ
い
て

は
、
全
国
の
な
か
ま
づ
く
り

の
教
訓
を
学
び
大
阪
で
も
実

戦
し
て
い
く
。

た
た
か
う
こ
と
を
意
思
統
一

し
、
多
く
の
組
織
で
複
数
回

の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
実
施
さ
れ

た
。
加
盟
組
織
の
過
去
７
年

分
の
組
合
員
数
変
遷
に
つ
い

て
報
告
し
、
組
合
拡
大
に
向

け
た
議
論
を
行
っ
た
。
ま

た
、
労
働
相
談
を
通
じ
て
新

し
い
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。

小田代議員
（郵政ユニオン）

　

点
呼
問
題
で
職
場
が
大
変

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
責
任

の
明
確
化
と
改
善
策
を
求

め
、
会
社
へ
要
求
書
を
提
出

し
交
渉
を
行
っ
た
が
、
会
社

は
責
任
を
認
め
よ
う
し
な

い
。
25
春
闘
で
は
労
働
条
件

の
改
善
を
求
め
全
国
で
ス
ト

ラ
イ
キ
を
構
え
て
た
た
か
っ

た
。引
き
続
き
、非
正
規
の
正

規
化
、
処
遇
改
善
を
求
め
て

と
り
く
ん
で
い
き
た
い
。

議　　長 福岡　泰治 医労連 再

副 議 長

北川美千代 大教組 再
小林　里美 福保労 再
坂田　俊之 自治労連 再
坂元　孝信 堺労連 再
高谷　博久 生協労連 新
永井　伸和 大教組 再

事務局長 嘉満　智子 大阪労連 再
事務局次長 鴻村　　博 自治労連 再
財政局長 海老原　新 化学一般 再

幹　　事

青山　一見 枚方労連 再
家串省三郎 岸和田労連 再
大神　栄一 郵政ユニオン 再
荻田　　智 建交労 再
大西　　進 JMITU 再
大瀨　友洋 医労連 新
城戸　和廣 八尾労連 再
児玉　光司 豊中労連 再
小寺　重光 年金者組合 再
小松　康則 自治労連 再
阪本　　仁 大阪国公 新
志摩　　毅 大教組 再
竹口　登美 全国一般 再
寺田　将士 福保労 再
仁木　　将 自治労連 再
細川　智子 自治労連 再
丹羽野和夫 吹田労連 新

退
任
役
員

副 議 長
菅　　義人さん
福井　　勇さん

幹　　事

高松　一郎さん
庭和田裕之さん
波見　健一さん
前原　嘉人さん

会計監査 阪本　　仁さん
お疲れ様でした。

幹　　事

前村　和弘 建交労 再
松島　照男 金融労連 再
松本　英児 生協労連 再
三枝　花世 生協労連 再
箕作　勝則 城北労連 再
南山　　巌 松原労連 再
村井　毅史 大私教 再
山下　幸博 国労大阪 新
横山　　健 堺労連 再
米山　幸治 大教組 再

会計監査
竹島圭史郎 大阪国公 新
山崎　　聡 大私教 再

特別幹事

久保田　稔 全港湾阪神支部 再
大河原　駿 全港湾築港支部 再
宮崎　　徹 大阪労連 再
吉岡　雅史 民放労連 再

宮風代議員
（大阪国公）

橋本代議員
（建交労）

森尾代議員
（生協労連）

　

最
賃
引
上
げ
の
運
動
で
地

元
国
会
議
員
要
請
な
ど
に
と

り
く
ん
だ
。
ま
た
、
署
名
や

審
議
会
の
傍
聴
、
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ
行
動
な
ど
に
も
積
極

的
に
参
加
し
た
。
最
低
賃
金

は
、
引
上
げ
額
を
更
新
し
、

運
動
は
進
ん
で
い
る
が
、
物

価
高
騰
に
全
く
追
い
つ
い
て

い
な
い
。
大
阪
の
必
要
生
計

費
で
は
時
給
１
８
０
０
円
が

示
さ
れ
、
め
ざ
す
の
は
２
０

０
０
円
が
妥
当
だ
と
思
う
。

山道代議員
（堺労連）

　

最
低
賃
金
引
上
げ
と
中
小

企
業
支
援
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
採
択
運
動
で
は
、
市
議

会
の
各
会
派
と
懇
談
を
行

い
、
最
賃
引
上
げ
に
賛
成
し

て
く
れ
た
自
民
党
会
派
か
ら

意
見
書
を
議
会
に
提
案
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
維
新
の
会

な
ど
の
反
対
が
あ
っ
た
が
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
全
国
一
律
最
賃

制
度
と
１
５
０
０
円
以
上
め

ざ
し
て
運
動
を
進
め
る
。


